
○町の人口（４月１日現在）男15,296人  女15,531人  計30,827人（前月比－41）  世帯数8,104世帯（前月比－４）�

4広  報�
Yasato�
Public�
Information�
�

みなみ保育所の入所式�

126
人
の
た
く
さ
ん
の
え
が
お

人
の
た
く
さ
ん
の
え
が
お�

126
人
の
た
く
さ
ん
の
え
が
お�

126
人
の
た
く
さ
ん
の
え
が
お�

2000 No.538



����������������������������������

�

一
般
会
計
予
算�

�

　
平
成
十
二
年
度
八
郷
町
の
一
般
・
特

別
・
水
道
事
業
会
計
予
算
案
は
、
三
月

八
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
開
か
れ

た
定
例
議
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
各
予
算
案
は
、
関
係
す
る
常
任
委
員

会
の
審
査
を
経
て
、
二
十
四
日
の
本
会

議
で
採
決
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
成
立
し
ま
し
た
。�

　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
九
四
億

五
、〇
〇
〇
万
円
で
対
前
年
度
比
一
五
・

八
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
・
特

別
・
水
道
事
業
会
計
予
算
合
わ
せ
て
、

総
額
一
九
一
億
五
，
一
三
八
万
円
の
予

算
が
組
ま
れ
、
平
成
十
二
年
度
の
ま
ち

づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。�

�

　
　歳
　
入�

�

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
四
〇
億

四
、〇
〇
〇
万
円
（
対
前
年
度
比
二
・
三

％
増
）
で
歳
入
全
体
の
四
二
・
七
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
町
税
は
、
景
気
の
動

き
や
前
年
度
の
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
て

積
算
さ
れ
、全
体
で
二
〇
億
八
、七
六
三

万
円
（
対
前
年
度
比
一
・
五
％
減
）
と

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
分
担
金
・
負
担
金
は
、
石
岡
地
方
農

業
共
済
組
合
の
統
合
に
伴
い
、
派
遣
職

員
の
給
与
負
担
金
が
新
た
に
見
込
ま
れ

対
前
年
度
比
三
五
・
二
％
増
の
二
億

三
、四
０
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
前
年
度
と
比
べ
て
大
き
く
減
と
な
っ

た
も
の
は
、
繰
入
金
（
対
前
年
度
比

八
五
・
九
％
減
）、
国
・
県
支
出
金
（
対

前
年
度
比
四
五
・
一
％
減
）
、
町
債

（
対
前
年
度
比
四
四
・
八
％
減
）
な
ど

で
し
た
。�

�

　

歳
　
出�

�

　
歳
出
の
構
成
を
見
ま
す
と
、
民
生
費

が
一
七
億
八
、
九
二
三
万
円
で
構
成
比

一
八
・
九
％
、
介
護
保
険
特
別
会
計
の

設
置
に
よ
っ
て
、
対
前
年
度
比
で
一

三
・
九
％
の
減
に
な
り
ま
し
た
が
、
歳

出
の
中
で
最
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
続
く
総
務
費
は
、
ふ
れ
あ

い
交
流
施
設（
温
泉
施
設
）の
建
設
が
、

継
続
事
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な

ど
も
あ
り
、
構
成
比
で
一
六
・
八
％
、

一
五
億
八
、
七
六
三
万
円
（
対
前
年
度

比
七
・
四
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
ま
た
、
教
育
費
は
、
一
二
億
二
、
八

七
九
万
円
（
対
前
年
度
比
四
二
・
六
％

減
）
で
、
こ
れ
は
、
南
中
学
校
の
校
舎

改
築
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
が
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
前
年
度
に
比
べ
増
と

な
っ
た
も
の
と
し
て
、
消
防
費
が
、
消

防
団
活
性
化
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
、
対

前
年
度
比
七
・
二
％
増
の
四
億
七
、
四

一
八
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
　
　
　

　
商
工
費
は
本
年
度
、
国
民
宿
舎
つ
く

ば
ね
の
浴
室
、
厨
房
の
修
繕
工
事
を
予

定
し
、
対
前
年
度
比
一
八
・
六
％
増
の

二
億
八
，
六
三
五
万
円
と
し
ま
し
た
。�

�

民　生　費�
17億8,923�
（18.9）

総　務　費�
15億8,763�
（16.8）

農林水産業費�
15億3,075�
（16.2）

教 育 費�
12億2,879�
（13.0）

公債費�
8億101�
（8.5）

土木費�
7億9,645�
（8.4）

衛生費�
7億9,400�
  （8.4）

消 防 費�
4億7,418�
（5.0）

商 工 費�
2億8,635�
（3.1）

議会費 �
　 1億4,460（1.5）

災害復旧費・予備費�
　　　　1,700（0.2）

町　　税�
20億8,763�
（22.1）

繰入金�
繰越金等�
10億6,541�
　（11.2）

地 方 交 付 税 �
40億4,000�
（42.7）

国県支出金�
8億1,031�
（8.6）

地方譲与税等　�
　8億995�
（8.6）

町　債�
　6億3,670（6.8）

■繰入・繰越金等の内訳�

　　　　                                （万円）�

●分担金及び負担金　       2億3,402�

●使用料及び手数料       　2億6,856�

●財産収入　                                582�

●繰入金　                           1億2,570�

●繰越金                           　1億5,000�

●諸収入　                           2億8,131�

�

■地方譲与税等の内訳�

　　　                                    （万円）�

●地方譲与税　                   2億2,400�

●利子割交付金　                     7,200�

●地方特例交付金　                 8,100�

●地方消費税交付金　       2億1,800�

●ゴルフ場利用交付金　         8,000�

●特別地方消費税交付金　          15�

●自動車取得税交付金　   1億2,700�

●交通費安全対策特別交付金　780 

�

目�
的�

別�

歳�
出�

の�

構�

成�
歳　入�
94億5,000�
万円　％�

歳　出�
94億5,000�
万円　％�

自�
主　�
財　�

源�

依�

存�

財� 源�

（2）�

一般会計予算の構成�
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国
民
健
康
保
険�

　
加
入
世
帯
五
、〇
六
一
世
帯
、被
保
険

者
数
一
万
三
、
六
七
四
人
と
見
込
み
、

予
算
総
額
を
二
三
億
一
、
七
〇
〇
万
円

（
対
前
年
度
比
九
・
四
％
増
）
と
し
ま

し
た
。
歳
出
は
、
保
険
給
付
費
と
老
人

保
健
拠
出
金
で
お
よ
そ
九
割
を
占
め
て

い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
に
伴
う
介
護

納
付
金
は
三
、
二
〇
二
世
帯
、
四
、
八

三
〇
人
を
見
込
み
、
一
億
四
、
〇
〇
七

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。�

　
老
人
保
健�

　
対
象
者
数
を
四
、
九
〇
〇
人
と
見
込�

������������������

み
、
新
た
な
介
護
保
険
制
度
の
影
響
も

考
慮
し
て
算
出
、
予
算
総
額
は
二
八
億

三
、五
〇
〇
万
円（
対
前
年
度
比
二
〇
・

三
％
増
）に
な
り
ま
し
た
。
歳
出
は
、
医

療
費
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業�

　
公
共
下
水
道
事
業
と
特
定
環
境
下
水

道
事
業
を
進
め
る
も
の
で
、
予
算
総
額

は
二
五
億
一
、
七
０
０
万
円
（
対
前
年

度
比
七
八
・
四
％
増
）
で
す
。
管
渠
工

事
の
ほ
か
公
共
下
水
道
処
理
場
の
建
設

が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
大
き
く
伸
び
て

い
ま
す
。�

　
水
道
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
業
務
に
つ
い
て
は
、
給
水
戸
数
六
、

八
五
〇
戸
、
年
間
総
給
水
量
二
二
〇
万

　
を
予
定
量
と
し
て
す
す
め
ま
す
。
　

　
建
設
事
業
で
は
、
年
次
計
画
に
も
と

づ
い
て
、
柿
岡
地
区
の
老
朽
管
の
取
り

替
え
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。�

�

�
　�　

介
護
保
険
制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴

っ
て
設
け
ら
れ
た
会
計
で
、
予
算
総

額
は
九
億
七
、
二
〇
〇
万
円
と
し
ま

し
た
。
歳
入
で
は
、
六
五
歳
以
上
の

第
一
号
被
保
険
者
が
納
め
る
保
険
料

は
二
、
二
五
〇
円
が
基
準
額
と
な
り

ま
す
。
基
準
額
と
は
、
本
人
が
住
民

税
非
課
税
の
方
が
納
め
る
保
険
料
の

額
で
す
が
、
全
体
の
約
八
割
を
占
め

る
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し

本
年
度
は
、
国
の
激
減
緩
和
策
に
よ
り

六
五
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
の
七
五
％

を
国
が
負
担
し
ま
す
の
で
、
基
金
繰
入

金
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
歳
出
で
は
、
特
別
養
護
老
人
施
設
、

老
人
保
健
施
設
、
療
養
型
病
床
群
な
ど

の
施
設
介
護
費
を
五
億
六
，
三
六
九
万

円
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ
ケ
ア
、
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
二
億
五
、
七

〇
五
万
円
と
見
込
み
、
こ
れ
ら
の
給
付

額
を
合
わ
せ
る
と
全
体
の
八
四
％
を
占

め
て
い
ま
す
。�

　
保
険
料
の
割
増
、
軽
減�

　
六
五
歳
以
上
の
方
の
保
険
料
は
、

二
、
二
五
〇
円
が
基
準
で
す
が
、
本

人
が
住
民
税
課
税
で
合
計
所
得
が
二

五
〇
万
円
未
満
の
場
合
は
、
基
準
額

の
二
五
％
増
し
、
所
得
が
二
五
〇
万

円
以
上
の
場
合
は
五
〇
％
増
し
に
な

り
ま
す
。
一
方
、
世
帯
全
員
が
住
民

税
非
課
税
の
場
合
は
基
準
額
の
七
五

％
、
生
活
保
護
の
場
合
は
基
準
額
の

半
額
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。�

　
（
詳
細
は
八
ぺ
ー
ジ
に
掲
載
）�

ｍ３�

（3）�

各会計予算総括表　　　　　　　　　　　単位：万円：％

特

別

会

計

94億5,000�

23億1,700�

28億3,500�

　　　824�

　　6,550�

25億1,700�

　9億7,200�

　9億8,664�

191億5,138

112億2,000�

21億1,820�

23億5,600�

　　886�

5,864�

14億1,081�

―�

8億1,230�

179億8,481

△ 15.8�

　9.4�

20.3�

△  7.0�

11.7�

78.4�

�

21.5�

6.5

町 税 の 内 訳 　　　　単位：万円：％

8億1,540�

10億8,013�

1,638�

4,052�

1億3,520�

20億8,763

39.1�

51.7�

0.8�

1.9�

6.5�

100

内
　
　
　
訳�

税　　　　　目�
内 訳 町 民 税 �

固 定 資 産 税 �

特別土地保有税�

軽 自 動 車 税 �

町 た ば こ 税

合　　　　計�

予 算 額 �

�

構成比�

�

計�

国 民 健 康 保 険 �

老 人 保 健 �

フラワーヒル汚水�

農 業 集 落 排 水 �

下 水 道 事 業 �

介 護 保 険

水 道 事 業 会 計 �

平成12年度�

�

平成11年度�

�

前年比�

�
会 計 名 �
一 般 会 計 �

一般会計歳出予算の性質特別構成�

その他�
9.6％

補助費等�
15.6％

物 件 費 �
16.0％

投資的経費�
19.5％

公債費�
8.5％

人 件 費 �
26.5％

経�

費�

％�

務�

業�

的�

＊業務的経費　歳出の中で支出が義務づけられている経費で、�
　　　　　　　硬直性の強いものです。�
＊投資的経費　普通建設事業や災害復旧事業など道路や施設の�
　　　　　　　整備をすすめるための経費です。

一般会計�
総　額�
94億5,000�
万円�

4.3％�

扶�
助�
費�

39.3



�
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▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業�

　
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
狭
隘

道
路
の
改
善
、
適
正
な
開
発
の
指
導

町
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
推
進�

▼
案
内
表
示
板
設
置
事
業�

　
観
光
施
設
、
公
共
施
設
、
文
化
財

等
を
総
合
的
に
案
内
す
る
表
示
板
の

設
置
を
す
す
め
る
も
の
で
す
。�

●老人保健事業　各種検診、腹部
　超音波検診などによる疾病の予
　防　　　　　　５，１９９万円
●予防接種事業　２，２５６万円
●母子保健事業　妊産婦、乳児　
　の検診、健康指導　８４１万円
●栄養改善事業　食生活による健
　康づくり、食生活改善推進員の
　養成講座の実施　　１６５万円
●保健センター施設管理事業　保
　健センタ－の効率的運営　　　
　　　　　　　　１，２４８万円�
　�
�
�
�
�
�
●広報事業　広報やさと・お知ら
　せ版の発行　　　　８５５万円
●公聴事業　町モニター設置・出
　前懇談会・対話教室の実施　　
　　　　　　　　　　９９万円�
●ふれあい交流事業　八郷ふれあ
　いまつりの実施　　８００万円
●地域情報化推進事業　町のホー
　ムページ更新、研修等の実施　
　　　　　　　　　　　６８万円�

●敬老会助成事業�
　　　　　　　　 １,９９９万円
●地域ケアシステム推進事業　福
　祉・保健・医療が連携した福祉
　サービス　　　　　５５０万円
●在宅介護支援事業　介護者のつ
　どい開催、紙おむつの配布、慰
　労金の支給　　　　４６８万円
●シルバー人材センター支援事業
　高齢者が豊かな経験を生かした
　社会参加の支援　　４１３万円
●介護保険事業繰出金　介護保険
　会計への繰出し　　　　　　　
　　　　　　   １億４,９８７万円
●身体障害者援護費　　　　　　
　　　　　　　　   ７,８８２万円
●放課後児童保育事業　　　　　
　　　　　　　　　　２８４万円
●保育所運営事業　７保育所にお
　ける保育実施　１億８３７万円�
�
�

●町道舗装新設事業　改良済路線
　の舗装４路線　   ２,０００万円
●町道舗装整備事業舗装打ち替え、
　オールカバー４路線　　　　　
　　　　　　　　   ２,５００万円
●排水整備事業　排水路整備　５
　か所　　　　　   ２,５００万円
●一般町道整備事業　６路線の改
　良　　　　　　１億６００万円
●交通安全施設等整備事業　大規
　模農道歩道Ｌ＝１７３ｍ　　　
　　　　　　　　   ２,８１０万円
●片野下青柳線道路整備事業　　
　Ｌ＝５５０ｍ　　　　　　　　
　　　　　　   １億２,１３５万円
●町道１１８号線道路整備事業　
　改良延長Ｌ＝１００ｍ　　　　
　　　　　　　　   ３,１１５万円
●町道１１３号線道路整備事業　
　　　　　　　　   １,０００万円
●岩間・八郷線道路整備事業　　
　　　　　　　　   ２,０００万円
●まちづくり推進事業　　　　　
　　　　　　　　   １,３８５万円
●案内表示板設置事業　総合的な
　案内表示板の設置　　　　　　
　　　　　　　　   ５,９７６万円�

健やかに暮らせる�
まちづくり�
�

対話とふれあいの�
まちづくり�

やさしさと温もりの�
あるまちづくり�
�

将来につながる�
基盤づくり�

０歳児からの保育施設が完備されたみなみ保育所�

（4）�



�

▼
消
防
団
活
性
化
総
合
整
備
事
業�

　
消
防
団
の
機
動
力
を
高
め
る
た
め

に
、
無
線
機
の
整
備
、
消
防
団
指
揮

広
報
車
の
更
新
な
ど
を
す
す
め
る
も

の
で
す
。�

▼
ふ
っ
く
ら
や
さ
と
米
推
進
事
業�

　
米
作
の
モ
デ
ル
生
産
団
地
を
指
定

し
、適
切
な
栽
培
管
理
に
よ
っ
て
良
質

米
産
地
の
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。

▼
社
会
人
Ｔ
Ｔ
配
置
事
業�

　
国
の
緊
急
雇
用
特
別
対
策
事
業
を

受
け
、
小
・
中
学
校
に
臨
時
的
講
師

を
配
置
し
て
、
き
め
細
か
な
指
導
、

効
果
的
な
授
業
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
推
進
事
業�

　
情
報
化
に
対
応
で
き
る
能
力
育
成

の
た
め
、
中
学
校
（
一
校
）
は
一
人

に
一
台
、
小
学
校
（
二
校
）
は
二
人

に
一
台
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。�

▼
町
史
編
さ
ん
事
業�

　
平
成
十
七
年
の
町
制
五
十
周
年
に

合
わ
せ
た
発
刊
に
向
け
て
、
町
の
歴

史
、
生
活
文
化
等
を
後
世
に
伝
え
る

た
め
の
町
史
編
さ
ん
を
、
五
か
年
を

か
け
て
す
す
め
る
も
の
で
す
。�

▼
南
中
学
校
校
舎
改
築
事
業�

　
校
舎
本
体
の
改
築
工
事
は
平
成
十

年
度
、
十
一
年
度
の
継
続
事
業
で
行

わ
れ
、
十
一
年
十
二
月
に
完
成
し
ま

し
た
。
平
成
十
二
年
度
は
、
グ
ラ
ン

ド
造
成
、
武
道
館
・
部
室
・
倉
庫
の

設
置
、
植
栽
工
事
な
ど
が
す
す
め
ら

れ
ま
す
。�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
●下水道整備事業（特別会計）　
　　　　　   ２４億７,７４８万円
●塵芥処理事業　観光道路清掃や
　クリーン作戦の実施　　　　　
　　　　　　　　　　２１１万円
●新治地方広域（塵芥）事務組合
　負担金　　   ２億７,４６５万円
●湖北環境衛生組合負担金　　　
　　　　　　　　   ４,６７９万円
●合併浄化槽設置事業　　　　　
　　　　　　　　   ３,６６８万円
●新治地方広域（消防）事務組合
　負担金　　   ３億４,５４９万円
●消防団活性化総合整備事業　　
　　　　　　　　   ２,５１２万円
●消防施設整備事業　ホース乾燥
　塔塗装、消火栓ボックス設置等
　　　　　　　　   ２,３２９万円
●防災まちづくり事業　防火水槽
　整備、小型動力ポンプ更新等　
　　　　　　　　   ２,１４０万円�

●ふっくらやさと米推進事業　良
　質米産地の育成　　１０７万円
●畜産再編総合対策事業　高度な
　ふん尿処理施設の整備補助　　
　　　　　　　　   ６,００３万円
●県営ふるさと農道緊急整備事業
　ふるさと農道八郷・石岡地区事
　業負担金　　　   ３,１６８万円
●基盤整備促進農道整備事業　農
　道改良舗装　　   ５,２９０万円
●いばらきの野菜産地強化総合推
　進事業　野菜大型ハウス施設整
　備補助　　　　 ３,０００万円
●ふるさとコミュニティセンター
　整備事業　　　   １,７１３万円
●転作助成事業　　　　　　　　
　　　　　　   １億３,１００万円
●林道開設事業　石田・団子石線
　　　　　　　　   ２,８８０万円
●林道改良舗装事業　稜線林道の
　路肩、路面の修復及び舗装　　
　　　　　　　　   ３,３０２万円
●オートキャンプ場委託事業　オ
　ートキャンプ場の管理運営委託
　　　　　　　　   １,２９２万円
●商工振興事業　商工会、柿岡城
　まつり等補助　   １,０５２万円
●ふれあい交流施設建設事業　温
　泉を活用した施設の建設（継続）
　　　　　　   ３億２,３４０万円�

●教育振興事業　教職員の研修研
　究、学力向上対策等補助　　　
　　　　　　　　   ２,２６４万円
●インターネット導入事業　児童
　生徒の情報教育の推進　　　　
　　　　　　　　　　３０６万円
●社会人ＴＴ配置事業　　　　　
　　　　　　　　   ２,１８７万円
●総合的な学習推進事業　総合的
　な学習の導入に向けた補助　　
　　　　　　　　　　１２５万円
●コンピュータ教育推進事業　　
　　　　　　　　   ６,４４１万円
●南中学校校舎改築事業　　　　
　　　　　　   １億１,８６７万円
●生涯学習推進事業　３４９万円
●芸術祭開催事業　美術展、三人
　展、おしゃべりコンサート等へ
　の補助　　　　　　１５０万円
●町史編さん事業　　９４７万円
●地区公民館運営事業６２０万円
●講座開催事業　　　１４７万円
●地区公民館改修事業�
                                        ６５０万円�
●スポーツ大会等事業　駅伝、町
　民マラソン、ハイキング大会等
　の開催　　　　　　４７９万円
●学校給食施設管理事業　給食材
　料代、加工賃、施設の維持管理
　経費　　　   １億６,７４９万円

安全で快適に暮ら�
せる環境づくり�
�

豊かで活力に満ちた�
まちづくり�
�

人々がいきいきと�
学ぶまちづくり�
�

（5）�
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平
成
十
二
年
度
の
当
初
予
算
を
は
じ

め
、
い
く
つ
か
の
重
要
議
案
の
ご
審
議

を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
わ
た
く
し

が
町
政
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
申
し
上

げ
、
議
会
並
び
に
町
民
の
皆
様
の
な
お

一
層
の
町
政
に
対
す
る
ご
協
力
、
ご
理

解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。�

　
平
成
十
一
年
度
は
、
北
関
東
自
動
車

道
路
の
栃
木
県
境
・
岩
瀬
間
の
施
工
命

令
が
下
り
、
平
成
十
二
年
度
に
は
上
曽

峠
の
ト
ン
ネ
ル
の
用
地
買
収
、
五
月
に

は
茨
城
県
畜
産
試
験
場
が
オ
ー
プ
ン
予

定
な
ど
本
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
明
る

い
展
望
も
開
け
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
、
わ
た
く
し
の
政
治

信
条
で
あ
り
ま
す
「
町
民
の
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
」「
財
政
の
健
全
化
」
を
基
本�

�����

　
に
、
町
政
運
営
に
更
な
る
努
力
を
傾

　
注
し
て
い
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
。

　
　
予
算
編
成
方
針
並
び
に
重
点
施
策

　
の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
は
ご
ざ

　
い
ま
す
が
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確

　
に
対
応
す
る
た
め
に
、
経
常
経
費
の

　
節
減
、
起
債
の
抑
制
に
配
慮
し
な
が

　
ら
、
必
要
性
、
緊
急
性
、
効
果
等
を

　
検
討
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
合

　
的
な
町
づ
く
り
を
進
め
、
更
に
行
政

　
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
確
保
・
向
上
を
図

り
な
が
ら
、
実
施
計
画
を
基
本
と
し
た

予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　�

　�

��

　
重
要
施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　
都
市
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民

参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
に
、
町
と

町
民
の
合
意
形
成
を
図
り
、
緑
豊
か
な

活
力
に
満
ち
た
住
環
境
都
市
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　�

　
次
に
、道
路
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
・
県
道
の
バ
イ
パ
ス
化
や
拡
幅
整
備

等
の
早
期
完
成
を
関
係
機
関
に
強
く
働

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
期
待

の
大
き
い
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
、
上
曽�

�����

峠
は
早
期
完
成
を
、
朝
日
峠
に
つ
い
て

は
、
整
備
計
画
の
樹
立
を
県
に
対
し
引

き
続
き
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
岩
間
イ
ン
タ
ー
へ
の
接
続
道
路
に
つ

い
て
、
用
地
買
収
に
む
け
て
の
測
量
調

査
を
進
め
ま
す
。
町
道
整
備
も
、
計
画

的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、

と
く
に
、
「
ふ
る
さ
と
農
道
」
の
促
進

と
、
こ
れ
に
つ
な
が
る
片
野
・
下
青
柳

線
、山
崎
・
石
岡
線
、フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

の
自
歩
道
整
備
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
恋
瀬
川
改
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早

期
改
修
が
図
ら
れ
る
よ
う
、県
に
対
し
強

く
働
き
か
け
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
生
活
環
境
で
は
、
上
水
道
に
つ
い
て

は
、安
定
し
た
供
給
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

年
次
計
画
に
基
づ
き
拡
張
工
事
を
実
施

し
ま
す
。ま
た
、柿
岡
地
区
に
お
い
て
老

朽
管
の
更
新
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
処
理
場
建
設
に
着
手
す

る
と
と
も
に
、
平
成
十
二
年
度
は
本
管

の
管
渠
工
事
が
小
幡
地
区
の
一
部
に
入

る
予
定
で
お
り
ま
す
。�

　
消
防
・
防
災
対
策
で
は
、
消
防
団
活

性
化
総
合
整
備
事
業
を
実
施
す
る
一

方
、
県
総
合
防
災
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
と
併
せ
て
町
防
災
無
線
の
運

用
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
よ
う
努
め
ま
す
。�

�

　
平
成
十
二
年
第
一
回
議
会
定
例
会

は
、
三
月
八
日
招
集
さ
れ
、
二
十
四

日
ま
で
十
七
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
請

願
一
件
、
陳
情
三
件
、
議
案
四
十
三

件
、
同
意
三
件
、
議
員
提
案
の
意
見

書
一
件
な
ど
で
し
た
。�

�

　　�

　
畜
産
環
境
整
備
事
業
に
対
す
る
補

助
率
増
高
請
願
（
請
願
第
一
号
）
、

「
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
次
期

農
業
交
渉
」
に
関
す
る
陳
情
（
陳
情

第
一
号
）
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
場
の
増
設
に
関
す
る
陳
情
　

（
陳
情
第
三
号
）
は
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
八
郷
高
校
の
存
続
と
充

実
・
発
展
を
求
め
る
陳
情
（
陳
情
第�

二
号
）
は
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。�

�

　
　�

�

　
平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
の
ほ
か
国

民
健
康
保
険
・
下
水
道
事
業
・
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
及
び
水
道
事

業
会
計
の
補
正
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
億
二
，
四
０
０
万
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
一
一
九
億
九

，
九
九
一
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で
し

た
。
　
歳
入
、
歳
出
と
も
事
業
の
確
定

に
伴
う
補
助
金
の
増
減
な
ど
で
し
た
。

歳
入
の
お
も
な
も
の
で
は
、
国
庫
支
出

金
の
介
護
保
険
の
円
滑
導
入
基
金
積
み

立
の
た
め
に
交
付
さ
れ
る
介
護
円
滑
導�

（6）�
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保
健
・
医
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保

健
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
疾
病
の

早
期
発
見
や
予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
福
祉
施
策
で
は
、
と
り
わ
け
少
子
・

高
齢
社
会
へ
の
対
応
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
少
子
化
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
低

年
齢
保
育
・
延
長
保
育
・
緊
急
保
育
等

多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
施
設
や
保
育
内
容
の
充
実
に
努

め
、
平
成
十
二
年
度
は
、
小
幡
・
小
桜

保
育
所
を
統
合
し
た（
仮
称
）み
な
み
保

育
所
の
開
所
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
高
齢
社
会
の
対
応
に
つ
き
ま
し
て
、

ま
ず
は
じ
め
に
生
き
が
い
対
策
で
あ
り

ま
す
。
平
成
十
二
年
度
よ
り
ミ
ニ
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
生
涯

学
習
と
の
連
携
に
よ
り
事
業
を
支
援
、

ま
た
介
護
保
険
制
度
の
適
切
な
運
営
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
よ
り
一
層
の
充
実
に
努
め
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

　
教
育
・
生
活
文
化
施
策
で
は
、
子
供

た
ち
が
健
や
か
に
伸
び
の
び
と
学
習
・

生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
化
・
国
際
化

が
進
む
中
で
、
各
学
校
に
パ
ソ
コ
ン
の

導
入
や
指
導
者
の
育
成
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。施
設
整
備
で
は
、給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
の
た
め
の
事
業
計
画
を
推
進
い
た

し
ま
す
。
文
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
各

種
講
座
の
開
設
や
文
化
・
芸
術
の
発
表

の
機
会
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
五
か

年
事
業
と
し
て
、
町
史
編
さ
ん
事
業
に

着
手
い
た
し
ま
す
。
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
葦

穂
小
屋
地
区
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。�

����

　
産
業
に
つ
き
ま
し
て
、
農
業
基
盤
の

整
備
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
営

農
指
導
の
強
化
や
生
産
組
織
の
育
成
に

努
め
、
消
費
者
需
要
に
配
慮
し
た
農
産

物
の
生
産
と
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
な
が

ら
、農
業
後
継
者
の
育
成
・
確
保
に
努
め

農
業
経
営
の
安
定
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
畜
産
に
関
し
ま
し
て
は
、
環
境
保
全

型
畜
産
確
立
推
進
指
導
事
業
に
取
り
組

み
、
経
営
環
境
を
保
全
し
農
地
の
地
力

増
強
を
目
的
に
、
畜
産
農
家
と
耕
種
農

家
の
連
携
を
強
め
、
家
畜
排
せ
つ
物
の

積
極
的
な
利
用
を
図
る
と
と
も
に
公
害

の
防
止
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
　

　
林
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
良
質
材
の

育
成
や
生
産
基
盤
の
確
立
を
推
進
、
森

林
資
源
の
多
目
的
な
活
用
を
図
り
ま

す
。
な
お
、
平
成
十
二
年
度
は
、
小
幡

湯
袋
地
内
に
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
開

設
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　

　
商
工
業
は
、
商
工
会
と
の
連
携
を
図

り
、
商
店
街
の
活
性
化
対
策
や
融
資
制

度
の
活
用
、
活
性
化
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
に
対
す
る
支
援
、
大
型
店
と
共
栄

で
き
る
商
店
街
形
成
を
促
進
し
ま
す
。

　
観
光
に
関
し
ま
し
て
は
、
拠
点
施
設

の
機
能
充
実
、
緑
豊
か
な
自
然
を
活
用

し
た
観
光
農
業
や
史
跡
名
所
、
民
間
事

業
と
の
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を

目
指
す
ほ
か
、
観
光
案
内
誘
導
板
等
の

設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
　
　
　

　
ま
た
、ふ
れ
あ
い
交
流
施
設（
温
泉
）

に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
七
月
末
オ

ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
お
り
、
町
民
の
福

祉
向
上
と
観
光
の
一
役
を
担
う
も
の
と

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　
　

　
　
　�

���

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
地
方
分
権
法
の
施
行
等
に
よ
り
、

一
層
の
自
主
的
、
主
体
的
な
行
政
運
営

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
行
政
改
革
大
綱
に

基
づ
い
た
行
政
改
革
を
引
き
続
き
推
進

し
、
町
民
の
信
頼
と
信
託
に
応
え
ら
れ

る
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
平
成
十
二
年
度
の
町
政
運
営
の
基
本

的
な
考
え
方
と
施
策
の
概
要
を
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
「
町
民
の
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
全
力
を
傾

注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
員
各
位

並
び
に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
所
信

表
明
と
い
た
し
ま
す
。�

�

入
臨
時
特
例
交
付
金
が
一
億
七
、
九

〇
一
万
一
千
円
の
増
額
、
ま
た
南
中

学
校
校
舎
改
築
に
関
連
し
て
国
庫
負

担
金
が
四
、
九
一
一
万
五
千
円
の
増

額
な
ど
で
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　�

 

条
例
制
定
、改
正
議
案�

�

　
条
例
改
正
で
は
、
保
育
所
設
置
条

例
の
一
部
改
正
（
議
案
第
二
十
四

号
）
は
、
小
幡
・
小
桜
保
育
所
の
統

合
に
伴
い
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
統

合
保
育
所
の
名
称
を
「
み
な
み
保

育
所
」
と
す
る
も
の
で
し
た
。�

　
ま
た
、
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
（
議
案
第
二
十
五

号
）の
中
で
は
、
み
な
み
保
育
所
の
園

児
送
迎
バ
ス
の
利
用
負
担
な
ど
が
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
利
用
で
き
る
園
児

の
年
齢
は
、
三
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
月
か
ら
と
し
、
利
用
負
担
金
は
、

月
額
一
、
五
〇
〇
円
と
し
ま
し
た
。

　
町
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
実�

�����������

施
条
例
の
一
部
改
正
（
議
案
第
二
十
七

号
）
は
、
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
利
用
料
金
は
、
基
準
単
価

の
一
割
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
介
護
保
険
制
度
で
の
利
用
が
で
き

な
い
方
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

に
つ
い
て
も
、
介
護
保
険
制
度
に
準
じ

た
負
担
金
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
も

の
で
す
。
障
害
者
関
係
の
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
国
の
基
準
額
の
負
担
金
料
金

を
設
定
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　�

�

　
　
　�

�

　
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
（
議
案
第
四
十
三

号
）
で
は
、
施
設
の
名
称
を
「
や
さ
と

温
泉
ゆ
り
の
郷
」
と
し
て
、
管
理
運
営

を
八
郷
町
農
業
協
同
組
合
に
委
託
し
、

利
用
料
は
平
日
大
人
八
百
円
、
子
供
四

百
円
、
休
日
大
人
千
円
、
子
供
五
百
円

に
設
定
さ
れ
ま
し
た
。�

�

　
同
　
意�

　
昨
年
末
の
議
員
改
選
に
伴
い
議
会
選

出
の
監
査
委
員
が
任
期
満
了
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
飯
村
嘉
男
議
員
を
再
度

監
査
委
員
と
し
て
選
任
す
る
案
を
提

出
、
ま
た
、
二
人
の
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
塩
谷
房

次
さ
ん
（
須
釜
・
　
歳
）
、
根
本
俊
さ

ん
（
山
崎
・
　
歳
）
を
再
度
選
任
す
る

案
を
提
出
、
三
件
と
も
満
場
一
致
で
同

意
を
得
ま
し
た�

�

少
子
・
高
齢
社
会�

へ
の
対
応
　
　
　
　�

温
泉
施
設
は�

７
月
末
オ
ー
プ
ン
　�

�

７５�

７０�

各委員会では予算の審査が行われました�

 

温
泉
施
設
は�

「
ゆ
り
の
郷
」�
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�

　
介
護
保
険
で
は
、
国
が
定
め
た
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
が
、町
で
は
こ
の
ほ

か
に
独
自
の
特
別
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　
紙
お
む
つ
支
給
サ
ー
ビ
ス�

▼
対
象
者
　
　
在
宅
（
介
護
保
健
施
設
入
所
者

を
除
く
）
の
要
介
護
三
〜
五
の
認
定
を
受
け
た

方
で
、
常
時
お
む
つ
を
必
要
と
す
る
方�

▼
支
給
限
度
額
　
購
入
費
用
の
九
割
と
し
、
月

額
五
千
円
限
度
に
支
給
し
ま
す
。�

▼
支
給
方
法
　
　
お
む
つ
代
は
い
っ
た
ん
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
又
は
家
族
の
方

が
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
町
役
場
保
健
福
祉

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
も
と
づ
き

審
査
を
行
い
、
該
当
に
な
る
金
額
を
後
日
支
給

し
ま
す
。
な
お
、
使
用
す
る
お
む
つ
の
種
類
は

問
い
ま
せ
ん
。�

▼
申
請
に
必
要
な
書
類�

①
市
町
村
特
別
給
付
費
支
給
申
請
書
　
（
役
場

に
備
え
て
あ
り
ま
す
）�

②
被
保
険
者
証
、
利
用
者
本
人
宛
て
の
領
収
書

（
レ
シ
ー
ト
は
不
可
）�

③
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
（
利
用
票
及
び
週
間

サ
ー
ビ
ス
計
画
表
）�

※
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
な
ど
が
作
成
し
た
も

の�④
利
用
者
本
人
の
口
座
を
確
認
で
き
る
も
の

（
通
帳
な
ど
）
　
　
　
　
　
　
　�

　
訪
問
整
髪
サ
ー
ビ
ス�

▼
対
象
者
　
　
在
宅
（
介
護
保
険
施
設
入
所
者

及
び
病
院
入
院
患
者
を
除
く
）
の
要
介
護
三
〜

五
の
認
定
を
受
け
た
方
　
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
支
給
限
度
額
　
　
費
用
の
九
割
と
し
、
隔
月

二
千
円
を
限
度
に
支
給
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

▼
支
給
方
法
　
　
理
髪
代
は
い
っ
た
ん
全
額
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
。
被
保
険
者
又
は
家
族
の

方
が
、
必
要
な
書
類
を
添
え
て
町
役
場
保
健
福

祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
も
と
づ

き
審
査
を
行
い
、
該
当
に
な
る
金
額
を
後
日
支

給
し
ま
す
。�

▼
申
請
に
必
要
な
書
類
　
　
お
む
つ
支
給
サ
ー

ビ
ス
と
同
じ
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。�

　
八
郷
町
の
六
十
五
歳
以
上
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
介
護
保
険
料
の
額
が
決
ま
り
ま
し
た
。
　
保
険
料

は
、
こ
の
基
準
額
を
も
と
に
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
、
所
得
に
よ
っ
て
五
段
階
に
調
整
さ
れ
ま

す
。（
左
表
参
照
）
平
成
十
二
年
度
は
、
特
別
措
置
に

よ
り
保
険
料
は
、十
月
か
ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　ホームページは、町のプロフィール、イベント情報、広報紙、観光物産�
案内、文化財の紹介ほか幅広い内容で構成されています。ご意見、ご感想�
をお寄せいただくためのＥメールも設けてあります。インターネットに接続�
されていればいつでもご利用いただけます。�

◇
平
成
12
年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月
間�

　
　
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
は
、
保
険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　�

◇
平
成
12
年
10
月
か
ら
13
年
９
月
ま
で
の
１
年
間�

　
本
来
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
の
額
の
半
額
を
納
め
ま
す
。�

◇
制
度
実
施
後
１
年
半
が
経
過
し
た
平
成
13
年
10
月
か
ら�

　
本
来
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
料
の
額
を
納
め
ま
す
。�

�

６５�

ホームページアドレス　http://www.net-ibaraki.ne.jp/yasato/�

Ｅメールアドレス　　　yasato@po.net-ibaraki.ne.jp�

�

第１段階�
�

第２段階�

第３段階�

第４段階�

第５段階�

住民税世帯非課税で老齢福祉�
年金又は生活保護受給者の方�

世帯全員が住民性非課税�

本人が住民税非課税�

本人が住民税課税（所得金額�
が250万円未満）の方�

本人が住民税課税（所得金額�
が250万円以上）の方�

基準額×0.5�
�

基準額×0.75�

基準額�

基準額×1.25�

基準額×1.5

13,500�

20,300�

27,000�

33,800�

40,500

3,500�

5,200�

7,000�

8,800�

10,500

平成12年度�
納　入　額�
�円� 円�

本来の納入額�
（年　額）�区　分�

�
算　定　式�所 得 の 状 況 �
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���
　
四
月
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り
職
員

の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　
　
（
　
）
内
は
旧
所
属
課

【
企
画
開
発
課
】
▽
主
査
・
鈴
木
や
い

子
（
学
校
教
育
課
）
　
　
　
　
　
　
　

【
財
務
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
管
財
係

長
・
岡
野
賀
之
（
同
課
長
補
佐
）
　
　

【
税
務
課
】
▽
主
事
・
岡
嵜
江
利
子�

（
議
会
事
務
局
）
　
　
　
　
　
　
　
　

【
住
民
課
】
▽
主
査
・
岡
野
和
子
（
農

業
委
員
会
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
保
健
福
祉
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
地
域

改
善
係
長
・
小
松
崎
安
代
（
学
校
教
育

課
）
▽
介
護
保
険
係
長
・
高
野
喜
市
郎

（
財
務
課
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
国
保
年
金
課
】
▽
課
長
補
佐
兼
国
民

健
康
保
険
係
長
・
岡
野
孝
男
（
保
健
福

祉
課
）▽
主
査
・
森
田
孝
子
（
住
民
課
）

▽
主
幹
・
広
瀬
隆
晶
（
総
務
課
）
▽
主

事
・
塚
田
光
典
（
農
政
課
）
　
　�

【
農
政
課
】
▽
主
事
・
小
河
原
修
（
国

保
年
金
課
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
商
工
観
光
課
】
▽
主
幹
・
萩
原
三
代

子
（
恋
瀬
保
育
所
）
　
　
　
　
　
　
　

【
産
業
文
化
事
業
団
ふ
れ
あ
い
の
森
】

▽
所
長
・
来
栖
昭
雄
（
小
桜
保
育
所
）

【
都
市
計
画
課
】
▽
環
境
保
全
係
長
・

武
熊
俊
夫
（
企
画
開
発
課
）
▽
主
査
・

平
百
代
（
企
画
開
発
課
）
　
　
　
　
　

【
会
計
課
】
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
・

長
谷
川
四
郎
（
国
保
年
金
課
）
　
　
　�

���

【
学
校
教
育
課
】
▽
学
校
教
育
係
長
・

相
沢
き
み
子（
国
保
年
金
課
）▽
主
幹
・

細
谷
浩
之
（
水
道
課
）
　
　
　
　
　�

【
生
涯
学
習
課
】
▽
主
幹
・
吉
水
法
雄

（
農
政
課
）▽
生
田
目
俊
幸（
税
務
課
）

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】
▽
所
長
補
佐
兼
管

理
係
長
・
加
藤
章
夫
（
都
市
計
画
課
）

【
議
会
事
務
局
】
▽
主
査
・
市
塚
節
子

（
都
市
計
画
課
）
　
　
　
　
　
　
　
　

【
農
業
委
員
会
】
▽
主
査
・
岡
本
か
つ

江
（
税
務
課
）
▽
主
幹
・
鈴
木
仁
（
生

涯
学
習
課
）�

【
柿
岡
保
育
所
】
▽
所
長
・
石
井
洋
一

（
ふ
れ
あ
い
の
森
）
▽
主
査
兼
主
任
保

育
士
・
内
木
さ
ち
子
（
小
幡
保
育
所
）

【
葦
穂
保
育
所
】
▽
所
長
・
中
嶋
秋
夫

（
会
計
課
）
▽
主
査
兼
保
育
士
・
金
子

節
子
（
小
幡
保
育
所
）
　
　
　
　
　
　

【
恋
瀬
保
育
所
】
▽
主
事
・
岡
野
英
子

（
小
桜
保
育
所
）
　
　
　
　
　
　
　
　

【
瓦
会
保
育
所
】
▽
主
査
兼
保
育
士
・

飯
田
良
子
（
園
部
保
育
所
）
　
　
　
　

【
園
部
保
育
所
】
▽
主
査
兼
保
育
士
・

木
村
し
づ
江
（
小
桜
保
育
所
）
▽
主
幹

兼
保
育
士
・
増
田
協
子（
柿
岡
保
育
所
）

【
林
保
育
所
】
▽
主
査
兼
主
任
保
育

士
・
坂
本
広
子
（
小
桜
保
育
所
）
　
　

【
み
な
み
保
育
所
】
▽
所
長
・
山
中
和

夫
（
小
幡
保
育
所
）
▽
主
査
兼
主
任
保

育
士
・
加
藤
初
美
（
小
幡
保
育
所
）
　

▽
主
幹
兼
保
育
士
・
広
瀬
敬
子
（
小
幡

保
育
所
）
▽
主
査
・
渕
岡
敏
子
（
小
幡

保
育
所
）
▽
主
査
兼
保
育
士
・
関
京
子

（
葦
穂
保
育
所
）
▽
主
査
兼
保
育

士
・
飯
塚
富
枝
（
瓦
会
保
育
所
）
▽
主

査
兼
保
育
士
・
入
江
喜
美
子
（
小
桜
保

育
所
）
▽
主
査
兼
保
育
士
・
小
勝
永
子

（
小
桜
保
育
所
）�

�

【
新
治
地
方
広
域
事
務
組
合
へ
派
遣
】

▽
小
林
敏
夫
（
保
健
福
祉
課
）�

�

【
新
　
採
】�

四
月
一
日
付
け
で
、
次
の
方
々
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
　
（
　
）
内
は
配
属
先

▽
鈴
木
史
匡
（
総
務
課
）
▽
木
崎
憲
一

（
企
画
開
発
課
）
▽
石
渕
允
生
（
税
務

課
）▽
上
田
美
代
子（
給
食
セ
ン
タ
ー
）�

�

▽
藤
岡
康
男
（
農
政
課
）
▽
宇
田
一
彦

（
水
道
課
）
▽
上
野
和
男
（
新
共
済
組

合
事
務
従
事
）
▽
内
田
満
（
新
共
済
組

合
事
務
従
事
）
▽
川
井
正
和
（
新
共
済

組
合
事
務
従
事
）
桜
井
浩
司
（
新
共
済

組
合
事
務
従
事
）�

�

【
退
　
職
】�

　
三
月
三
十
一
日
付
け
を
も
っ
て
、
次

の
方
々
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。�

▽
瀬
尾
慎
造
（
柿
岡
保
育
所
長
）
▽
真

家
せ
つ
（
国
保
年
金
課
主
査
）
▽
鯉
渕

栄
子
（
農
業
委
員
会
主
査
）
▽
石
渕
ち

は
る
（
柿
岡
保
育
所
主
査
兼
主
任
保
育

士
）
▽
菊
田
富
子
（
林
保
育
所
主
査
兼

主
任
保
育
士
）�

�

【
石
岡
地
方
農
業
共
済
組
合
よ
り
採
用
】�

　
立
て
ば
シ
ャ
ク
ヤ
ク
座
れ
ば
ボ
タ

ン
…
…
…
美
人
の
形
容
に
使
わ
れ
て

い
る
言
葉
で
両
者
と
も
、
キ
ン
ポ
ウ

ゲ
科
シ
ャ
ク
ヤ
ク
属
の
美
人
姉
妹
。

違
い
は
ボ
タ
ン
が
木
で
、シ
ャ
ク
ヤ
ク

は
草
。
寒
さ
暑
さ
に
強
い
が
、
根
の

張
る
土
の
高
温
、
多
湿
に
は
弱
い
。

　
ボ
タ
ン
は
花
が
大
き
く
、
花
が
垂

れ
や
す
い
の
で
、
つ
ぼ
み
が
ほ
こ
ろ

び
始
め
た
ら
花
首
の
所
ま
で
の
支
柱

を
立
て
て
や
る
と
よ
い
。
花
が
終
わ

っ
た
ら
支
柱
を
取
る
と
と
も
に
、
花

が
ら
だ
け
を
摘
ん
で
や
る
。
放
任
し

て
実
を
付
け
る
と
樹
勢
が
弱
り
、
来

年
の
花
つ
き
が
悪
く
な
る
。�

　
花
を
咲
か
せ
た
後
は
体
力
を
消
耗

し
て
い
る
。
化
成
肥
料
（
チ
ッ
ソ
＝

リ
ン
サ
ン
＝
カ
リ
各
々
十
パ
ー
セ
ン

ト
含
有
）
を
一
株
当
り
一
握
く
ら
い

を
株
元
か
ら
三
十
セ
ン
チ
く
ら
い

離
し
て
や
り
、
浅
く
す
き
こ
む
と

よ
い
。
　�

　
灰
色
カ
ビ
病
や
炭
そ
病
が
出
や
す

い
の
で
、
花
の
前
後
一
週
間
お
き
に

三
回
く
ら
い
ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
の

散
布
が
必
要
。�

　
花
が
ら
を
摘
ん
だ
枝
に
は
六
月
頃

に
な
る
と
葉
の
つ
け
根
に
来
年
の
芽

が
い
く
つ
か
で
き
る
。
下
か
ら
二
つ

く
ら
い
残
し
て
ピ
ン
セ
ッ
ト
か
ナ
イ

フ
で
え
ぐ
り
取
る
と
残
し
た
芽
が
充

実
す
る
。
　
　
園
芸
課
　
矢
口
重
雄



�����

　
難
台
山
を
背
に
、
北
西
に
吾
国
山
を

控
え
る
中
戸
地
区
は
、
か
つ
て
県
内
一

の
薬
草
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、
�
茨

城
の
薬
草
栽
培
の
発
祥
地
�
と
言
わ
れ

た
そ
う
で
す
。�

　
中
坪
集
落
の
大
図
家
は
、
当
家
の
門

前
を
難
台
山
の
中
戸
沢
か
ら
注
ぐ
流
水

溝
が
流
れ
、
橋
の
た
も
と
に
、
こ
の
樹

種
最
大
級
の
巨
木
が
立
っ
て
い
ま
す
。

幹
周
り
三
m
、
樹
高
十
四
・
五
�
の
ク

ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
、
枝
を
空
に
向
け
無
数

の
小
枝
を
伸
ば
し
、
樹
皮
に
は
灰
白
色

の
斑
点
が
付
き
、
所
々
に
青
み
ど
り
や

黒
み
ど
り
色
の
苔
が
生
え
、
整
枝
し
た�

���������������

�����

跡
は
新
し
い
樹
皮
で
包
ま
れ
勢
い
が
感

じ
ら
れ
ま
す
。�

　
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
福
井
、
茨
城
両
県

以
西
の
暖
地
に
生
え
る
木
で
、
関
東
で

は
庭
木
と
し
て
モ
チ
ノ
キ
が
使
わ
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
関
西
は
ク
ロ
ガ
ネ
モ

チ
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
モ
チ
ノ
キ
は
ス
ス
病
や
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
に
弱
く
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
こ
れ
ら

の
病
虫
害
に
強
い
の
で
、
樹
容
の
美
し

さ
と
相
ま
っ
て
近
ご
ろ
人
気
が
で
て
、

高
価
な
値
段
で
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
名
は
葉
が
乾
く
と
黒
褐
色

に
な
る
黒
鉄
モ
チ
か
ら
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
暖
地
性
の
植
物
の
せ
い
か
八
郷

　
　
　
町
で
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
巨
木
は

　
　
　
珍
し
く
、
こ
の
他
に
幹
周
が
そ

　
　
　
れ
ぞ
れ
二
・
三
m
の
三
輪
家（
三

　
　
　
輪
正
義
氏
・
上
曽
）
と
有
明
中

　
　
　
学
校
の
樹
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
と
こ
ろ
で
『
八
郷
の
巨
樹
・

　
　
　
老
木
』
を
書
き
な
が
ら
常
に
頭

　
　
　
を
よ
ぎ
る
こ
と
は
、
悠
久
の
時

　
　
　
　
　
　
　
　
を
刻
み
続
け
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
れ
ら
�
緑
の
文
化

　
　
　
　
　
　
　
　
財
�
が
果
た
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
も
生
き

　
　
　
　
　
　
　
　
続
け
ら
れ
る
か
、

　
　
　
　
　
　
　
　
よ
く
言
わ
れ
る

　『
自
然
と
の
共
生
』
が
お
題
目
に
終

わ
ら
ず
に
保
障
さ
れ
る
か
。
つ
ま
り
、

多
様
化
す
る
社
会
の
進
展
に
伴
い
、
人

間
と
自
然
が
ぶ
つ
か
り
合
う
問
題
が
起

き
た
と
き
、
両
者
を
い
か
に
調
和
さ
せ

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。�

　
そ
の
第
一
号
と
も
い
う
べ
き
事
態
が

ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
に
起
こ
り
ま
し
た
。
中

坪
集
落
は
大
雨
が
降
る
と
難
台
山
か
ら

流
出
す
る
濁
流
が
、
鉄
砲
水
と
な
っ
て

し
ば
し
ば
民
家
を
襲
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
県
の
事
業
と
し
て
、
平
成
九
年
度

か
ら
十
六
年
度
に
か
け
『
中
戸
沢
砂
防

事
業
』
が
計
画
さ
れ
、
不
運
に
も
、
ク

ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
改
修
工
事
の
ち
ょ
う
ど

川
筋
に
当
た
り
、
伐
採
か
移
植
か
の
事

態
に
な
り
ま
し
た
。
�
な
ん
と
し
て
も

こ
の
ま
ま
残
し
た
い
�
と
い
う
強
い
要

望
で
交
渉
が
行
わ
れ
、
つ
い
に
流
路
は

こ
の
樹
を
避
け
、
南
側
を
迂
回
す
る
計

画
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。�

　『
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
残
っ
た
』
を
実

現
さ
せ
た
も
の
、
そ
れ
は
自
然
保
護
に

理
解
を
示
し
た
県
と
八
郷
町
巨
樹
調
査

会
や
当
家
、
地
域
の
人
々
の
協
力
、
何

よ
り
も
町
建
設
課
が
支
援
態
勢
で
応
援

し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
、
こ
の
樹
を
巡

る
三
位
一
体
の
取
り
組
み
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
は
八
郷
に
お

け
る
自
然
保
護
の
�
橋
頭
堡
�
と
な
っ

て
こ
れ
か
ら
も
生
き
続
け
ま
す
。
改
め

て
関
係
し
た
皆
様
に
謝
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。�

八
郷
町
社
会
教
育
指
導
員
　
小
林
文
男�

�
�

���������

　
貧
血
で
一
番
多
い
の
は
、
鉄
欠
乏

性
貧
血
で
す
。
症
状
と
し
て
は
、
疲

労
感
、
顔
面
蒼
白
、
め
ま
い
、
倦
怠

感
、
食
欲
不
振
、
便
秘
、
体
動
時
の

動
悸
と
息
切
れ
、頻
脈
、下
腿
浮
腫
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
特
徴
的
な
変
化
と

し
て
は
、
爪
の
変
化
が
あ
り
ま
す
。

扁
平
化
や
ス
プ
ー
ン
様
爪
を
示
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
舌
の
異
常
も

み
ら
れ
、
痛
み
や
、
舌
の
萎
縮
を
み

と
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
　
　
　

　
中
年
女
性
で
長
期
に
わ
た
る
鉄
欠

乏
性
貧
血
で
、
舌
炎
、
嚥
下
困
難

（
の
み
こ
み
に
く
く
な
る
こ
と
）
、

口
内
痛
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
症
状
で
プ
ル
ン
マ
ー
ビ

ン
ソ
ン
症
候
群
と
言
わ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
代
表
的
な
も
の

は
、
出
血
、
血
管
内
溶
血
、成
長
期
、

妊
娠
、出
産
、授
乳
な
ど
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
ま
た
、偏
食
、切
除
、
吸

収
不
全
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

女
子
で
は
、
月
経
開
始
と
と
も
に
、�

����������

さ
ら
に
鉄
を
喪
失
す
る
の
で
発
生
率
が

特
に
高
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
を

繰
り
返
し
た
女
性
に
も
多
く
、
つ
わ
り

の
強
い
妊
娠
で
は
、
食
事
が
と
れ
ず
鉄

欠
乏
と
な
っ
た
り
し
ま
す
。�

　
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
は
、
ヘ
モ
グ
ロ
ビ

ン
（
血
液
の
濃
度
）
の
含
ま
れ
て
い
る

量
が
減
少
し
て
お
り
、
初
期
に
は
、
赤

血
球
が
大
小
不
同
に
な
っ
た
り
変
形
し

た
り
し
、
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
い
き

ま
す
。�

　
慢
性
貧
血
は
、
成
人
男
女
に
お
け
る

鉄
欠
乏
性
貧
血
の
最
も
多
い
原
因
で
あ

り
、
男
性
や
閉
経
後
の
女
性
は
消
化
管

出
血
が
多
く
、
と
き
に
胃
が
ん
や
大
腸

が
ん
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
で
あ
る
こ
と
も

あ
る
の
で
常
に
頭
の
中
に
入
れ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
　�

　
鉄
欠
乏
性
貧
血
そ
の
も
の
は
、
予
後

の
良
い
疾
患
で
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ

に
ひ
そ
む
悪
性
腫
瘍
を
い
か
に
早
く
診

断
し
治
療
す
る
か
が
、
予
後
を
左
右
す

る
と
言
っ
て
も
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

�

八
　
郷
　
の
　
巨
　
樹   

・   

老
　
木�

「
鉄
欠
乏
性
貧
血
」に
つい
て�

豊
後
荘
病
院�

内
科
病
棟
長
　
小
松
崎  

雅
彦
医
師�

�

（13）�

樹種名　クロガネモチ《モチノキ科・モチノキ属》�
所在地　中戸８７２�
管理者　大図一夫氏�
胸高周　３m�
樹　高　１４.５m

（10）�

き
ょ
う
と
う
ほ�
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一
九
九
八
年
の
一
年
間
『
八
郷
の
地
名
』

と
題
し
て
、
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
西

宮
一
男
氏
が
八
郷
町
の
地
名
に
つ
い
て
解
説

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
西
宮
氏
と
は
異
な
っ

た
角
度
か
ら
も
う
一
度
土
地
の
名
前
を
拾
い

挙
げ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。�

　
人
間
は
、
自
分
を
証
明
す
る
方
法
と
し
て

名
前
と
住
所
と
い
う
符
号
を
つ
け
る
こ
と
を

考
え
、
こ
の
住
所
と
い
う
土
地
に
付
け
た
符

号
が
地
名
の
始
ま
り
で
あ
る
。
　
　
　
　�

　
や
が
て
、
集
団
生
活
の
場
で
あ
る
村
で
は

所
有
権
の
表
現
と
し
て
も
土
地
に
符
号
を
付

け
る
よ
う
に
な
り
、
様
々
な
地
名
が
誕
生
し

た
の
で
あ
る
。
茨
城
県
の
地
名
は
常
陸
風
土

記
に
載
っ
て
い
る
の
が
初
見
で
あ
る
。�

　
八
郷
町
の
地
名
の
初
見
は
延
喜
年
間
（
九
〇

一
〜
九
二
三
）
の
茨
城
郡
十
八
郷
図
の
中
に
載

る
夷
針
郷
・
大
幡
郷
・
田
籠
郷
・
小
見
郷
・
山

前
郷
・
拝
師
郷
の
六
郷
で
あ
る
と
い
う
。
　
　

　
こ
れ
ら
の
六
郷
の
下
部
組
織
と
し
て
後
に
山

根
五
十
三
ケ
村
と
い
う
村
組
織
が
作
ら
れ
、
村

毎
に
住
所
や
所
有
権
を
表
す
地
名
を
付
け
て
小

字
名
と
し
た
の
で
あ
る
。�

　
こ
の
小
字
の
地
名
の
付
け
方
は
、
土
地
の
特

徴
を
表
現
す
る
谷
・
澤
・
窪
・
荒
地
・
新
田
な

ど
の
地
名
。
集
落
形
態
の
宿
・
城
内
・
上
宿
・

堀
の
内
・
館
な
ど
の
地
名
。
狩
猟
・
農
耕
な
ど

の
共
同
生
活
に
関
連
す
る
川
岸
・
金
指
・
境
・

塚
な
ど
の
地
名
。
信
仰
・
民
俗
な
ど
に
関
連
す

る
寺
前
・
宮
下
・
馬
・
蛇
・
稲
荷
・
地
蔵
な
ど

の
地
名
の
付
け
方
が
あ
る
。�

　
こ
う
し
た
地
名
は
、
八
郷
町
の
ど
こ
の
村
や

地
域
に
も
散
見
で
き
る
が
、
一
つ
の
村
や
地
域

で
は
、
同
一
地
名
は
混
乱
を
防
ぐ
た
め
一
ケ
処

し
か
付
け
ら
れ
て
は
い
な
い
。�

　
一
方
で
は
個
人
の
所
有
権
を
主
張
し
よ
う
と

し
て
、
独
特
の
符
号
の
地
名
を
付
け
る
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
独
特
の
地
名
は
、
他
の
地
域
や
村

に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
が
、
ど

ん
な
意
味
を
持
つ
地
名
な
の
か
は
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
狢
内
の
オ
ミ
カ
ク
・

半
田
の
ハ
マ
コ
リ
・
太
田
の
ゴ
キ
ア
ラ
イ
・
上

青
柳
の
ホ
シ
カ
バ
ミ
・
東
成
井
の
ジ
テ
ン
な
ど

は
ど
ん
な
意
味
な
の
だ
ろ
う
か
。�

　
こ
う
し
て
八
郷
町
の
土
地
に
付
け
ら
れ
た
小

字
と
い
う
地
名
は
五
千
点
に
も
な
る
。
今
は
消

滅
し
て
ほ
と
ん
ど
の
人
に
知
ら
れ
な
く
な
っ
た

地
名
で
、
ご
く
一
部
の
人
が
俗
称
と
し
て
呼
ん

で
い
る
「
名
処
」
と
い
う
地
名
を
加
え
る
と
さ

ら
に
多
く
の
地
名
と
な
る
で
あ
ろ
う
。�

元
茨
城
県
立
歴
史
館
学
芸
部
長
　
関
　
　
　
肇�

茨城郡十八郷図（部分）�

食生活改善推進員　大槻　洋子（山崎）�
（ヘルスメイト）�

　　若い方からお年寄りまで好き嫌いなく�
　　召し上がれる野菜たっぷりのおかず�
［材料］（４人分）��
☆ほうれん草　１束　☆豚肉（赤身）１００g�
☆ハス　２００g　☆人参　５０g　☆しいたけ３
枚　☆すりゴマ（白）　大さじ２��

調味料
　しょうゆ　大さじ２　砂糖　大さじ１

　　　　しいたけ戻し汁　大さじ２　��
［作り方］�
①ほうれん草はゆでて３�の長さに切りそろえ
る。②ハスは薄いいちょう切り、人参、豚肉、
しいたけは細めの短ざく切りにし、上記の調味
料で煮詰める。③①と②をよく冷ましてから、
白すりゴマを混ぜ合わせてできあがり。�

�
�

���

平
成
　
年
８
月
３
日
生
ま
れ�

父
　
正
徳
さ
ん
　
　
母
　
の
り
子
さ
ん�

　
家
族
か
ら
の
一
言�

　
と
て
も
活
発
な
男
の
子
で
す
。
好
奇

心
が
旺
盛
で
、
外
に
出
る
と
ダ
ン
プ
に

乗
り
た
い
と
ね
だ
り
、
ハ
ン
ド
ル
を
動

か
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
最
近
、
犬
や

猫
な
ど
、
動
物
に
と
て
も
興
味
を
持
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま
元
気
な

子
に
育
っ
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ほうれん草の五目あえ�

吉
　
生
　�

　
塚  

田  

徳  

眞
ち
ゃ
ん�

�

１０�
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心
を
こ
め
て
、
て
い
ね
い
に
書
け
た�

作
品
で
す
。�

�

　
気
合
い
の
入
っ
た
線
で
、
大
変
よ
い�

作
品
で
す�

評
　  

玄
潮
会
理
事
　 

森
　
　
浩
　
亭�
�

　
　
　
然
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
み
か
ん
の

　
　
　
皮
を
捨
て
て
い
ま
せ
ん
か
。
実
は
こ

れ
が
す
ぐ
れ
も
の
な
ん
で
す
。
例
え
ば
、
油

で
汚
れ
た
お
皿
な
ど
は
、
皮
の
内
側
の
白
い

部
分
で
油
汚
れ
を
ふ
き
と
っ
て
洗
い
流
せ
ば

洗
剤
い
ら
ず
で
す
。
ま
た
ス
テ
ン
レ
ス
の
流

し
台
な
ど
皮
で
磨
く
と
ピ
カ
ピ
カ
。
皮
か
ら

出
る
油
分
が
汚
れ
を
落
と
し
、
白
い
ふ
か
ふ

か
の
部
分
が
ス
ポ
ン
ジ
の
役
目
を
す
る
と
い

う
わ
け
で
す
。一
度
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
又
　
雨
貝
二
美
子

　
　
調
べ
た
と
こ
ろ
、
み
か
ん
の
皮
に
含

ま
れ
る
精
油
成
分
に
油
を
混
ぜ
る
乳
化
作
用

が
あ
る
の
で
、
汚
れ
が
落
ち
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
精
油
成
分
に
は
天
然
の
防
腐
剤
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
カ
ビ
止
め
の
効
果
も
。

み
か
ん
の
皮
汁
で
雑
巾
が
け
を
す
る
と
ワ
ッ

ク
ス
を
か
け
た
よ
う
な
つ
や
が
出
ま
す
。
他

に
も
、
み
か
ん
の
皮
を
煮
た
汁
で
畳
を
ふ
く

と
黄
ば
み
が
防
げ
た
り（
皮
に
含
ま
れ
る
ベ
ク

チ
ン
に
は
表
面
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
て
紫
外

線
を
吸
収
し
て
く
れ
る
作
用
が
あ
る
た
め

）、
入
浴
剤
の
代
わ
り
に
も
な
り
ま
す
。
み

か
ん
の
皮
一
つ
で
生
活
代
が
う
い
て
し
ま
い

ま
す
ね
。
季
節
は
ず
れ
で
す
が
、
来
年
は
ぜ

ひ
試
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
広

報
係�

　
　
　
報
や
さ
と
を
い
つ
も
楽
し
ん
で
読
ん

　
　
　
で
い
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
所

の
歴
史
な
ど
に
は
特
に
興
味
が
あ
り
、
広
報

二
月
号
の
「
八
郷
の
巨
樹
・
老
木
」
の
菱
沼

家
の
ク
ロ
マ
ツ
や
「
文
化
財
を
後
世
へ
と
」

の
真
家
み
た
ま
踊
り
な
ど
、
古
く
か
ら
伝
わ

っ
て
い
る
も
の
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
携
わ
っ

て
い
る
方
が
た
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
心

か
ら
応
援
し
た
い
気
持
ち
で
す
。�

�

　
　
　
　
　
東
成
井
　
鈴
木
孝
子
（
　
）�

�

５８�

柿
岡
小
三
年
　
川
　
井
　
み
ず
き�

　
林
小
四
年
　
鈴
　
木
　
絢
　
乃�

�

突�

広�

�

　
社
会
福
祉
功
績
者
に
顕
彰
　

　
　
　
　
　
　
　
　三
月
三
十
一
日�

　
町
で
は
、
桜
本
康
教
顕
彰
規
定
に
基

づ
き
「
社
会
福
祉
活
動
」
に
協
力
援
助

し
て
い
た
だ
い
た
次
の
方
が
た
に
顕
彰

し
ま
し
た
。�

鬼
澤
松
枝
（
小
幡
）、
つ
く
し
ん
ぼ
の

会
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
　
﹇
敬
称
略
﹈�

Ｐ.Ｎ　飛月アソナ�
�

下林　早　坂　市　男�
�Ｐ.Ｎ　Ｔｏ楼�

�

Ｐ.Ｎ　シ ェ ソ�
�

月岡　萩　原　志　づ�

�

（12）�



�

Ｐ.Ｎ　亜　鈴　く　う�
�

Ｐ.Ｎ　ＡＳＵＫＡ�
�

部原　染　谷　和　夫�
�

Ｐ.Ｎ　小　橋　照　猫�

広報ク
イズ  

145

　３つの答えの中から正解を選び

ハガキに書いて送ってください。

①平成１２年度一般会計予算額はい

くらでしょう？　　　　　　　　

（Ａ）９５億４千万円　　　　　

（Ｂ）９４億５千万円　　　　　

（Ｃ）９６億５千万円�

②６５歳以上の方の介護保険料の

町の基準額はいくらでしょう？　

（Ａ）２,２５０円　（Ｂ）２,１５０円

（Ｃ）２,３５０円　　　　　　　　

③第４回八郷町美術展はいつまで

開催していますか。　　　　　　

（Ａ）５月１３日　（Ｂ）５月１５日

（Ｃ）５月１７日　　　　　　　

［応募の方法］�

☆ハガキに広報クイズ１４５と書き、

答えの記号（例 １－Ａ）、住所、

氏名、年齢、世帯主と「私もひと

こと」へのご意見や広報の感想な

どを書いて送ってください。イラ

ストやマンガも大歓迎。�

�☆全問正解者の中から１０人に、

図書券をプレゼントします。�

�☆締切日　平成１２年５月２２日�

�　　　　　（当日消印有効）�

�☆応募先　〒３１５-０１９５　八郷町柿

岡５６８０-１　八郷町役場秘書広聴課

☆当選者の発表 本紙６月号�

�

　正解は１－Ａ、２－Ｃ、３－Ｃで

した。応募総数５２通、正解４９通

の中から次の１０人が当選しました。�

�氏家覓（下林）臼井俊博（上曽）

男庭哲広（中戸）桜井与子（小幡）

清水静子（山崎）田口ふみ（片野）

竹越萠野（中戸）土佐八千代（吉

生）中嶋きよ子（小倉）仁平洋子

（小幡）　　　　　　［敬称略］

　全問正解者のなかから�

抽選で図書券が当たるよ　�

［広報クイズ 143の当選者の発表］�

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
防
除
の�

様
子
。
町
内
二
千
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水�

田
を
四
機
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
、
四
日�

間
に
わ
た
り
行
わ
れ
ま
し
た
。�

�

　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
四
十
一
年
）�

 �

　
　
　
　
　
短
　
　
　
　
　
歌
　
　
　
　

吉
　
田
　
次
　
郎   

選�

夕
映
え
の
丘
よ
り
望
む
山
山
は
は
る
か
に
遠
く
闇
に
吸
わ
る
る�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
崎
　 

鈴
　
木
　
君
　
江�

春
を
呼
ぶ
や
さ
し
い
雨
に
め
ぐ
ま
れ
て
畑
の
野
菜
の
伸
び
の
び
と
見
ゆ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
　
内
　 

飯
　
嶋
　
よ
う
子�

年
明
け
て
綻
び
初
め
た
梅
の
花
春
の
嵐
に
め
げ
ず
微
笑
む�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓
　
弦
　
塚
　
田
　
キ
　
ヨ

　
　
　
　
　
　�

　
　
　
　
　
俳
　
　
　
　
　
句
　
　
　
　
綿
　
引
　
鼓
　
峰   

選�

春
山
に
抱
か
れ
百
体
磨
崖
佛
　
　
　
　
　
　
　
瓦
　
谷
　 

山
　
崎
　
景
　
子�

野
の
川
の
細
き
流
れ
に
芹
を
摘
む
　
　
　
　
　
東
成
井
　 

菱
　
沼
　
い
み
子�

旅
に
立
つ
こ
と
話
し
を
り
春
炬
燵
　
　
　
　
　
下
　
林
　 

富
　
田
　
　
　
操�

　�　
　
　
　
　
俚
　
　
　
　
　
謡
　
　
　
　
鈴
　
木
　
弦
　
月   

選
　�

花
や
野
菜
と
十
坪
畑
に
今
日
も
地
下
足
袋
脱
げ
ぬ
老�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林
　 

大
　
山
　
恒
　
泉�

福
の
神
呼
ぶ
節
分
祭
に
妻
は
笑
顔
で
そ
ば
を
打
つ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
　
曽
　 

岡
　
野
　
遊
　
人�

地
味
な
身
な
り
で
人
目
を
避
け
る
寡
婦
が
心
に
着
る
喪
服�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
林 

　
村
　
田
　
美
千
代�

　やさと文芸�
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�

身
近
な
出
来
事
や
地
元
の�

話
題
を
お
よ
せ
く
だ
さ
い�

�（
連
絡
先
・
秘
書
広
報
課
　
内
線
一
三
四
三
）�

　
四
月
か
ら
道
路
交
通
法
が
改
正
に
な
り
、
六

歳
未
満
の
幼
児
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
（
幼

児
用
補
助
装
置
）
を
使
用
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。�

　
過
去
五
年
間
で
車
に
乗
っ
た
子
ど
も
の
事
故

は
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
増
加
し
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
着
用
し
て
い
な
い
子
ど
も
の
死

亡
率
は
着
用
し
て
い
る
子
ど
も
の
四
倍
以
上
に

な
る
そ
う
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
で
は
、
三
月
二
十
三
日
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
方
の
着
用
啓
発
を
図
る

た
め
、
石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会
と
石
岡
地
区

交
通
安
全
推
進
協
会
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
乳
児

用
シ
ー
ト
（
ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
）
三
十
台
、
幼
児

用
シ
ー
ト
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
）
十
台
と
、

各
家
庭
か
ら
寄
贈
の
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸

出
し
を
始
め
ま
し
た
。
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

借
り
た
み
な
さ
ん
は
、
職
員
か
ら
取
り
付
け
や

取
扱
い
方
法
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
安
全
性
を

確
か
め
ま
し
た
。
　
現
在
、
み
な
さ
ん
か
ら
の

不
用
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
寄
贈
を

役
場
総
務
課
で
受
付
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
方
に
は
謝
礼
と
し
て
（
交
通

代
を
含
む
）
、
千
円
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。�

　
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
。
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル

の
よ
う
な
羽
根
付
き
ボ
ー
ル
を
打
ち
、
傘
を
逆

さ
ま
に
し
た
よ
う
な
カ
ゴ
の
中
に
入
れ
て
打
数

を
競
う
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。�

　
こ
の
ほ
ど
、
旧
大
増
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
新
た
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
練
習

場
が
つ
く
ら
れ
、四
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
記
念
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
恋
瀬
地
区
を
は
じ
め
、

各
地
区
か
ら
二
十
五
人
が
大
会
に
参
加
し
、
や

わ
ら
か
い
日
ざ
し
の
中
で
、
元
気
は
つ
ら
つ
に

プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。�

　
現
在
、
八
郷
町
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
員
は
八
十
名
余
り
。
こ
れ
か
ら
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
の
楽
し
さ
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
い
、
各
地
区
に
練
習
場
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
と
、
ク
ラ
ブ
員
の
み
な
さ
ん
は
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。�

　
四
月
か
ら
水
戸
の
専
門
学
校
に
通
っ

て
い
ま
す
。夢
は
カ
ナ
ダ
に
行
く
こ
と
。

将
来
に
向
け
て
英
会
話
の
勉
強
中
で
す
。

�
�

�
�

����������

　�

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す�

○
町
内
小
学
校
に
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
益
金
二
十
七
万
五
千
円
　
　
　
　

八
郷
町
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行

委
員
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
町
内
小
学
校
新
入
生
全
員
に
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ハ
ン
ド�

�

　
　
　
　
　
　
茨
城
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

○
恋
瀬
小
学
校
へ
テ
ン
ト
二
張�

�

　
　
　
　
平
成
十
一
年
度
卒
業
生
一
同

○
有
明
中
学
校
へ
ガ
ラ
ス
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
二
基�

�

　
平
成
十
一
年
度
卒
業
生
保
護
者
一
同�

�

岩  

渕  

紫  

穂（
吉
生
・
18
歳
）さ
ん�

�
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�

　
小
幡
に
建
設
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
八
郷
町

つ
く
ば
ね
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
完
成
し
、
四

月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い

四
月
二
日
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
お
い
て
竣

工
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
平
成
六
年
度
に
事
業
指
定
、
調
査
設
計
を
経

て
、
平
成
八
年
度
か
ら
工
事
に
着
手
し
て
き
た

キ
ャ
ン
プ
場
は
、
総
敷
地
面
積
が
三
万
九
千
四

百
八
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
管
理
棟
、
ケ
ビ

ン
棟
四
棟
、
炊
事
棟
二
棟
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

サ
イ
ト
二
十
区
画
、
デ
イ
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
五

区
画
な
ど
の
施
設
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
広
々
と
し
た
空
間
が
楽
し
め
る
林
間
広
場

や
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
場
も
完
備
し
て
お

り
、
自
然
の
中
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア
が
十
分
に
満

喫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　

　
キ
ャ
ン
プ
場
は
東
筑
波
山
麓
の
中
腹
、
湯
袋

峠
に
位
置
し
て
お
り
、
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね
に

隣
接
し
て
い
ま
す
。
周
辺
に
は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
、
ふ
れ
あ
い
の
森
を
は
じ
め
、
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
周
辺
の
観
光
果
樹
農
園
や
、
テ
ニ
ス
な
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
運
動
公
園
が
あ
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
れ
か
ら
の
八
郷
町
の
観
光
発
展
に
大
き
な

期
待
が
持
て
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

　
高
齢
社
会
を
む
か
え
、
自
分
の
持
っ
て
い
る

能
力
や
経
験
を
生
か
し
、
地
域
の
た
め
に
役
立

ち
た
い
と
考
え
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
八
郷
町
に
お
け
る
六
十
歳
以
上
の
高
齢
者

数
は
四
月
一
日
現
在
八
千
三
百
九
十
一
人
で
、

全
体
の
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
町
で
は
三
月
二
十
九
日
、

役
場
会
議
室
に
お
い
て
、
八
郷
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
設
立
総
会
を
行
い
、
四
月
か
ら
運

営
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。�

　
八
郷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は

七
十
一
名
（
四
月
一
日
現
在
）。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
生
き
が
い
の
充
実
や
社
会
参
加
を
希
望
す

る
高
齢
者
に
、
臨
時
的
で
短
期
的
な
仕
事
を
企

業
や
家
庭
、
公
共
団
体
等
か
ら
募
集
し
、
就
業

の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
職
種
は
、
技
術
・
技
能
・
事
務
整
理
・
管

理
・
均
衡
外
交
・
軽
作
業
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

分
け
ら
れ
、
会
員
の
み
な
さ
ん
の
希
望
に
添
う

よ
う
な
仕
事
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
提
供
し
て
い
き

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
六
十
歳
以
上
で
八
郷
町
に
住
ん
で
い
る
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら
だ
れ
で
も
会
員
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
会
手
続
き
、
仕
事

の
依
頼
も
あ
わ
せ
て
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
農
村
高
齢
者

セ
ン
タ
ー
内
　
　
四
三
ー
三
〇
九
五
）
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。�

　
広
報
三
月
号
三
ペ
ー
ジ
の
オ
ア
シ
ス

運
動
標
語
優
秀
作
品
「
あ
い
さ
つ
は
だ

れ
に
も
分
か
る
パ
ス
ワ
ー
ド
」
は
「
あ

い
さ
つ
は
だ
れ
も
が
分
か
る
パ
ス
ワ
ー

ド
」、
九
ペ
ー
ジ
の
自
動
払
込
で
き
る

税
等
と
担
当
課
窓
口
の
介
護
保
険
料
は

国
保
年
金
課
で
は
な
く
保
健
福
祉
課
で

す
。
十
一
ペ
ー
ジ
の
八
郷
町
・
中
世
城

館
址
の
文
中
二
段
目
、
慶
長
九
年
（
一

九
〇
四
）
は（
一
六
〇
四
）
で
す
。
訂
正

す
る
と
と
も
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。�

�����

　
毎
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
、

退
職
さ
れ
る
方
を
送
り
、
新
人
の
職
員

を
迎
え
、
ま
た
、
人
事
異
動
な
ど
で
新

し
い
職
場
に
移
っ
て
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
ま
た
今
年
は
、
介
護
保
険

制
度
を
は
じ
め
、
何
か
と
新
し
い
こ
と

が
始
ま
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
ち
ら
に
関
係
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

こ
の
四
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
広
報
係
が
少
な
か
ら
ず
こ
れ

に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
知
識
も
な
く
、

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
か
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
し
か

知
ら
な
い
自
分
に
と
っ
て
は
、
脳
を
刺

激
す
る
学
習
課
題
を
与
え
て
く
だ
さ
っ

た
と
感
謝
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
。（
市
）�

�
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シルバー人材センター設立総会�



　
　
郷
町
美
術
展
は
、
美
術
展
実
行
委

員
会
（
大
枝
恒
雄
委
員
長

）
が
主
催
し
、
町

芸
術
運
営
委
員
会
・
町
教
育
委
員
会
が

後
援
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
行
委

員
は
、
八
郷
町
の
芸
術
文
化
の
発
展
を

願
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
自

主
的
に
活
動
し
て
い
る
芸
術
愛
好
者
の

み
な
さ
ん
で
結
成
し
た
も
の
で
す
。�

�

　
　
れ
ま
で
、
趣
味
な
ど
で
作
品
を
つ

く
っ
て
き
た
が
、
発
表
す
る
場
が
な

い
、
ま
た
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち

の
作
品
も
見
て
み
た
い
、
と
考
え
て
い

る
方
が
た
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
展
覧
会
で
す
。�

�

　
　
品
さ
れ
た
作
品
は
、
期
間
中
、
会

場
と
な
る
中
央
公
民
館
に
展
示
さ
れ
ま

す
。
こ
と
し
も
、
お
知
ら
せ
版
な
ど
で

広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
に
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
つ
く
る
人
と
見
る
人
が

作
品
を
と
お
し
て
互
い
に
交
流
し
、
町

民
の
み
な
さ
ん
が
芸
術
文
化
に
対
す
る

意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。�

�

　
　
四
回
八
郷
町
美
術
展
は
次
の
よ
う

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

【
会
　
期
】
五
月
十
三
日（
土
）〜
十
七

　
　
　
　
　
日
（
水
）�

【
時
　
間
】
午
前
九
時
〜
午
後
四
時
　

【
会
　
場
】
中
央
公
民
館�

【
種
　
目
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
第
一
科
　
日
本
画
・
水
墨
画�

　
第
二
科
　
洋
画
（
油
絵
、
水
彩
、
デ

　
　
　
　
　
ザ
イ
ン
）�

　
第
三
科
　
彫
刻
・
工
芸
（
陶
芸
、
ガ

　
　
　
　
　
ラ
ス
工
芸
等
）�

�

　
第
四
科
　
書�

�

　
第
五
科
　
写
真
　�

【
作
品
の
搬
入
】
（
自
己
搬
入
）
　
　

　
五
月
十
二
日
（
金
）
　
　
　
　
　
　

　
午
前
八
時
三
十
分
〜
午
前
十
時�

【
作
品
の
搬
出
】
（
自
己
搬
出
）
　
　

　
五
月
十
七
日
（
水
）
　
午
後
五
時
〜�

�
　
　
品
で
き
る
方
は
、
八
郷
町
に
在

住
、
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す
る
方
（
高

校
生
以
上
）
、
町
内
出
身
者
の
み
な
さ

ん
で
す
。
ま
だ
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
搬
入
日
の
五
月
十
二
日

（
金
）
に
間
に
合
え
ば
受
け
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。�

□
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
生
涯
学
習
課�

　
八
郷
町
美
術
展
が
五
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
、
中
央
公
民
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
ご
ろ
作
品
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

た
ち
の
発
表
の
場
と
し
て
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
鑑
賞
し
て
も
ら
お
う
と
、

始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
美
術
展
は
こ
と
し
で
第
四
回
目
を
迎
え
、
年
々
出
品

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
力
作
が
ず
ら
り
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。�

�������

　
八
郷
町
の
四
季
お
り
お
り
の
素
晴
ら
し
い
景

観
や
祭
り
な
ど
、
写
真
を
通
じ
て
み
な
さ
ん
に

広
く
紹
介
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
町
で

は
、
　
や
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま

し
た
。
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
部
で
百
四
十
九

点
の
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
二
月
二
十
三
日
に

審
査
会
を
開
き
、
入
賞
者
を
決
め
ま
し
た
。
　�

�

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

○
大
　
賞
　
「
晩
秋
」
小
野
文
恵
（
茨
城
町
）

○
優
秀
賞
「
西
光
院
」
前
田
達
也
（
土
浦

市
）
・
「
柿
岡
早
暁
」
山
中
幸
三
（
八
郷
町
）

○
町
長
賞
　
「
野
焼
き
」
滝
田
茂
（
八
郷
町
）

○
Ｊ
Ａ
八
郷
賞
　
「
八
郷
の
朝
」
飯
田
隆
英

（
霞
ヶ
浦
町
）
○
教
育
長
賞
　
「
里
の
舞
」
久

保
庭
隆
夫
（
茂
木
町
）
○
商
工
会
長
賞
「
神
々

の
棲
む
里
」
　
岡
孝
雄
（
龍
ヶ
崎
市
）
○
観
光

果
樹
組
合
長
賞
　
「
お
母
さ
ん
ハ
イ
！
」
長
谷

川
正
一
（
岩
間
町
）
○
入
　
選
　
飯
田
常
男
・

伊
勢
島
真
由
美
・
井
上
譲
・
大
沼
清
子
・
兼
末

重
治
・
久
保
庭
隆
夫
・
田
口
博
美
・
野
口
芳

夫
・
箱
守
順
・
深
尾
政
江
・
藤
井
浩
一
・
藤
田

博
・
堀
井
林
蔵
・
真
家
義
之
・
前
田
耕
市
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
敬
称
略
―

　
な
お
、
入
選
者
の
作
品
は
、
役
場
庁
舎
内
を

は
じ
め
、
京
成
電
鉄
上
野
駅
な
ど
に
展
示
し
、

観
光
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
ま
す
。�

，９９�

点
の
作
品
集
ま
る�

や
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

や
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト�

�

や
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト�

�

や
さ
と
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト�

�
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化
発
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を
め
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し
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